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第４１回全国高等学校総合文化祭 

宮城県実行委員会事務局  開催まで  

あと １９３日！ 

 みやぎ総文２０１７と，同じく今年夏に宮

城，山形，福島の３県で開催される平成２９

年度全国高等学校総合体育大会（南東北イン

ターハイ）のそれぞれの開催までの日数をお

知らせするカウントダウンボードが完成し，

１月１１日（水）に宮城県庁においてお披露

目式を行いました。 

 製作は，白石工業高校の建築科と電気科の

生徒の皆さんです。ボードにあしらったみや

ぎ総文２０１７の大会マスコットキャラク

ターむすび丸は，建築科の皆さんがＣＡＤ

（パソコンを使って設計ができるソフト）を

用いて設計し，発泡スチロールを切り出して

形作ったものに，石膏を塗り固めて表面を整

えたものです。また，開催までの日数を表示

するカウンターの部分は電気科の皆さんが担

当しました。カウンターの回路が設計どおり

に動かないなどの思いがけない問題に見舞わ

れながらも，休日返上で試行錯誤の末，完成

させてくださいました。 

 白石工業高校の皆さんが授業で学んだ技術

を活かし，「一緒に大会を盛り上げたい」と

いう思いを込めて作りあげた大作に，それぞ 

 各都道府県から推薦された優秀作品約３００点と，
日韓交流事業による日韓代表生徒の作品を展示しま
す。 
 開催期日は平成２９年７月３１日（月） 
から８月４日（金）までの５日間，会場 
はせんだいメディアテークで行います。 
 高校生が捉えた一瞬の芸術作品をぜひ 
ご鑑賞ください。 

  ～みやぎ総文２０１７まめちしき～  

  その１１ 写真部門  

れの大会運営を企画する，みやぎ総文２０１７生徒実行委員会と，

南東北インターハイ高校生活動推進委員会の生徒からは，感謝の

言葉とともに改めて大会への意気込みが述べられました。 

 このカウントダウンボードは８月末まで宮城県庁１階のエレ

ベーターホール前に設置されますので，お越しの際はぜひご覧く

ださい。大会に出場する生徒，運営に携わる生徒にも，このボー

ドに刻まれる大会までの１日１日を大切に過ごしてほしいと思い

ます。 

 また，４月にはもう１台のカウントダウンボードが完成する予

定です。こちらの作品はまた異なったデザインを考えています。

お披露目を楽しみにしていてください。 



 【問合せ先】 
 第４１回全国高等学校総合文化祭 
 宮城県実行委員会事務局 
 （宮城県教育庁全国高校総合文化祭推進室） 
 Ｔ Ｅ Ｌ   022-211-3883 
 E - mail   miyagi-soubunsai@pref.miyagi.jp 
 Ｈ     Ｐ http://www.miyagi-soubun.jp/ 

公式Youtubeチャンネルもあります！ youtube みやぎ総文2017チャンネル 検 索

 ミヤギテレビで放送され

ている地域密着型バラエ

ティ番組「ＯＨ！バンデ

ス」（毎週月～金，夕方３

時50分から放送）の中で，

今年宮城県内で開催される

大きな行事の１つとしてみ

やぎ総文２０１７にご着目

いただき，新春インタ

ビューとして，生徒実行委

員会を代表した三浦凜理委

員長（仙台一高）と横山ハ

イジ副委員長（仙台二高）

が，同番組の蜂谷由梨奈

キャスターと対談させてい

ただきました。 

 初めて受ける長時間のイ

ンタビューや撮影に，最初

は緊張した様子の委員の２

人でしたが，みやぎ総文 

大会ＰＲナレーションが
県庁電話機の 
保留音になりました！ 

 大会イメージソング「明日のために」のＣＤ
に収録した大会ＰＲナレーションが，県庁の電
話機の保留音として１月１６日（月）から使用
されています。 
 ナレーションは昨年８月まで生徒企画委員と
して活動した仙台二華高校３年の福田汀さん，
吹奏楽の演奏は聖ウルスラ学院英智高校吹奏楽
部の皆さんです。 
 この保留音は大会終了まで使用される予定で
す。県庁にお電話する際には，ぜひ保留音にも
耳をすましてみてください。  
 

  ～みやぎ総文２０１７まめちしき～  

 アナウンス，朗読，オーディオピクチャー，
ビデオメッセージの４部門において、参加者
の郷土や地域の話題を、映像や音声で表現し 
        ます。 
         開催期日は平成２９年 
        ８月３日（木）・４日 
        （金）の２日間で，会場は 
        日立システムズホール仙台 
        です。放送を通じて観客の 
        皆さんに自分たちの思いを 
        伝えます。 

  その１２ 放送部門  

 
  

２０１７とは何か，どのような思いで自分たちが日頃の生徒実行委員会の活

動に取り組んでいるかなどをしっかりと伝えることができました。 

 また，生徒企画委員の企画で進めている「創造の短冊プロジェクト」にも

スポットを当てていただき，これまでの活動内容等が紹介されました。 

 蜂谷キャスターにはこの創造の短冊プロジェクトにも快くご協力いただき，

短冊にはみやぎ総文２０１７の成功と，ご自身の目標を書いてくださいまし

た。しっかり責任を持って七夕飾りとして仕上げていきたいと思います。 

 さらにお話している中で，蜂谷キャスターは高校在学中に全国高等学校総

合文化祭弁論部門に出場されたご経験の持ち主でいらっしゃることを教えて

いただきました。今回対談させていただいた委員の２人と立場は異なります

が，全国高等学校総合文化祭の先輩としてみやぎ総文２０１７を応援いただ

き，委員の２人も大変感激していました。 

 このインタビューの模様は１月５日（木）に放送され，県民の皆さんに広

く大会をＰＲすることができました。番組内での放送のとおり，たくさんの

皆さんのご協力・応援をいただいて，今年はみやぎ総文２０１７を通して全

国に宮城県を発信していきたいと思います。 

 ちなみに，蜂谷キャスターのやさしくすてきなお人柄に，むすび丸もすっ

かりファンになってしまったようです。 

左から 横山副委員長，三浦委員長，蜂谷キャスター 

あした 
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